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1 はじめに

社会調査においては, 個人の仕事内容である「職業」
や, 従業先の事業内容である「産業」は重要な情報であ
り, 国勢調査と同様に, より詳細な情報を得るために自
由回答で収集される場合がある. このとき, 統計処理を
行うために, 自由回答をあらかじめ決められた分類コー
ドに変換する作業（職業 ·産業コーディング） 1が必須
であるが, 職業や産業のコードは個数が多く 2, コード
化のルールも複雑なために 3, コーダにとって多大な労
力や時間を要するという問題が存在する [3, 7].

高橋らはコーダを支援する目的で,職業 ·産業コーディ
ングにルールベース手法や機械学習を適用して自動化
を行い, その結果を候補として提示するシステムを開発
した [8, 9, 10]. システムは SSM（Social Stratification

and social Mobility）調査や JGSS（Japanese General

Social Surveys）など大規模プロジェクトを中心に利用
が高まっているが, いずれも公開システムではないため
に, 一般の研究者にとって利用しやすい環境にあるとは
いえない状況にある.

誰もが自由に職業や産業情報の自動コーディング結果
を得ることができるためには, システム自体をWebに
より公開することが有効であると考えられる. しかし,

大容量の辞書やシソーラスを所持し, 構成が単純ではな
いシステムを, PC環境がさまざまに異なる環境のもと
で, 利用者自身がダウンロードして実行するのは容易な
ことではない. したがって, 本稿では, 利用者がWebサ
イト 4を通じて, 職業や産業情報を所定の形式のデータ
ファイルとしてアップロードすれば, 自動コーディング
結果のファイルをダウンロードできるようなシステム
の構築に取り組む.

その際, 新たに次の 2 つの機能についての検討も行
1たとえば, 仕事の内容が「市役所庶務課で事務員（内勤）」と回

答された場合, 職業コード「５５４」（総務 ·企画事務員）にコーディ
ングする.

2我が国では, 職業は約 200 個, 産業は約 20 個のコードに分類さ
れることが多い.

3たとえば前述の例において, 役職が「係長、係長相当職」（選択
肢）であれば「５５４」であるが,「課長、課長相当職」（選択肢）で
あれば「５４５」（管理的公務員）と別の職業コードとなる [2]. 職業
コーディングでは, 役職や従業上の地位, 従業先事業の規模など仕事
の内容以外の情報も用いられて総合的に判断される [3].

4東京大学社会科学研究所附属社会調査 · データアーカイブ研究
センター（SSJDA）のHP（http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/）
をWeb サイトとして用いる.

う. まず, 近年の国際比較研究の隆盛に伴い, 職業 ·産
業コーディングにおいても, 従来, 社会学で用いられて
きた国内標準のコード以外に, 国際標準のコードへの変
換が要請されており, これに対応した自動化システムも
開発された [11]. これらの自動化システムが現在は独立
に存在するが, 本システムにおいて整理統合し, 利用者
の要望に応じて, 国内標準の職業 ·産業コードおよび国
際標準の職業 ·産業コードのいずれかまたはすべての結
果を一度に提供できるようにすることである.

もう一つは, 利用者によっては, 自動コーディング結
果の信頼性が高い事例に対しては, 人手によるコーディ
ングを省略したい場合もあるために 5, これに対応でき
るようにすることである.

以下, 次節で, まず, 現在利用されている職業 ·産業の
コード体系および, これに対応するコーディング自動化
システムについて述べた後, 3節で関連研究について述
べる. 4節でWebによる公開システムについて説明し,

最後にまとめと今後の課題について述べる.

2 職業 ·産業のコード体系とコーディ
ング自動化システム

2.1 職業 ·産業のコード体系

各国において用いられる職業 ·産業コードの体系はさ
まざまであるが, 我が国の社会調査においては, 国勢調
査で用いられる日本職業標準分類 ·産業分類に基づいて
独自に作成された SSM職業小分類 ·SSM産業大分類 [1]

が用いられる場合が多い 6. したがって, 本システムで
は, 国内標準のコードとして, SSM職業小分類 ·SSM産
業大分類を対象とする.

また, 国際標準のコードとしては, 国際労働機構によ
り作成された ISCO（International Standard Classifi-

cation of Occupation）·ISIC（International Standard

Industrial Classification） [4]を対象とする. ISCOや
ISICのコード体系は SSM職業 ·産業分類と異なり, 階

5このような要請は, 国勢調査のように事例が膨大に存在する場合
だけでなく, 事例がそれほど多くなくても, 熟練したコーダがいなかっ
たり, 時間的コストがかけられないような場合にも生じる.

6職業が小分類であるのに対して, 産業が大分類であるのは, 社会
学においては, 産業は職業ほど詳しい情報を必要としないためである.
この傾向は, 国際標準においても同様である.
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層的な構造をとる. ISCOは小分類である 4桁まで（約
400個）を必要とするが, 先述の SSM調査（2005年）
では ISICは主に亜大分類の 2桁まで（約 60個）を使
用していたため, 本システムにおいてもこれに従う.

2.2 職業 ·産業コーディング自動化システム

SSM職業 ·産業コーディングに対して, [8]は, 職業 ·
産業に関する回答（仕事の内容に出現する単語, 従業先
の事業内容に出現する単語, 従業上の地位, 役職, 従業
先事業の規模 7）を用いて, 格フレームの考え方に基づ
いたルールベース手法による自動化システム（ROCCO

システム）を提案した. この結果, SSM産業コードは精
度 90%以上, 再現率（以後は, 正解率 8とよぶ）は 75%

であったため, 現在も ROCCOシステムによる結果が
候補として利用される. 一方, SSM職業コードは精度は
80%であったが, 正解率が 70%に満たなかったため, 改
善が必要とされた. この問題を解決するため, [9]では,

サポートベクターマシン（SVM）を適用し, 素性とし
て, 前述の職業 ·産業に関する回答に加えて, ROCCO

システムによる結果を追加する手法を提案し, 正解率を
80%まで向上させることができた. この値は, 熟練した
コーダには及ばないものの一般のコーダより高く, また
実際には, 第 1位に予測された結果だけでなく複数個を
候補として提示するために（たとえば第 3位に予測さ
れた結果まで）, 正解率は 85%以上を示すことができ
た. SVMとROCCOシステムの組み合わせ手法は利用
者から評価されている.

ISCOや ISICは, SSM職業小分類や SSM産業大分
類と単純な変換が行えないため [13], 別途, 自動化シス
テムの開発が必要であると考えられた. ISCOコーディ
ングに対してはルールベース手法が構築されていない
ため, SVMによる方法が開発されたが, 正解率が 70%

未満であった. [11]では, [8]を参考にして, SSM職業
小分類も素性として追加する方法を提案し, 正解率を
75%まで向上させることができた. ISCOコーディング
は SSM職業コーディングに比べるとコードの数が多く,

訓練事例のサイズも小さいため, SSM職業コーディン
グより正解率が約 5%低いが, 今後, ISCOコーディン
グが普及するにつれて正解付きの事例が増えれば, 訓練
事例が増大するために, 正解率の向上が見込める. ISIC

コーディングに対しても, ISCOコーディングと同様に,

SSM産業大分類を素性として追加する方法が有効であ
ると考えられる.

7従業上の地位, 役職, 従業先事業の規模は選択回答である.
8本稿における正解とは, 職業 ·産業コーディングの実施により最

終的に決定されたコードをいい, 正解率とは正解事例を全事例で割っ
た値をいう.

3 関連研究

ここでは, 大韓民国統計庁においてWeb公開が検討
されている自動化システム（Web-based AIOCS） [5]

について述べる.

[5]によれば, 韓国における国内標準の職業 ·産業コー
ドは大韓民国統計庁により作成され, いずれもレベル４
までの階層構造をもつ. 職業コードと産業コードの数は,

それぞれ 442個, 450個である. [5]では, 自動化のアル
ゴリズムとして, ルールベース手法, 最大エントロピー
法（MEM）, 情報検索技術（IRT）の 3種類を用意し,

単独またはルールベース手法と他の２つの方法のいず
れかまたは両方を組み合わせた計 6種類の方法が存在す
る. ただし, 組み合わせの意味が本システムとは異なり,

手法自体は独立のままで, ルールベース手法によりルー
ルがマッチしなかった場合に, 別の手法を実行するだけ
である. 単独の方法より複数の方法を組み合わせた方が
性能がよく, 特に, ルールベース手法の後にMEMを実
行する方法は, 非常に高い精度を示す（98.4%）. しか
し, いずれの手法もコードの決定率が低いために正解率
は高くなく, もっとも高い正解率を示すルールベース手
法, MEM, IRTを順に実行する方法においても 76.3%

で, [9]を約 4%下回る.

Web画面を通じたユーザインターフェイスは, ファイ
ルによる入出力を想定する本システムと異なり, 一問一
答の伝票形式画面上に, 会社名, ビジネスカテゴリ, 部
門, 役職, 仕事の内容（自由回答）を入力すると, 同一画
面に結果が表示される. 利用できる権利により, 利用者
を anonymous user, authorized user, administratorの
３種類に区別する点も, 研究者を対象とし, anonymous

userは想定していない本システムとは異なる.

4 Web公開システム

4.1 システムの機能

第 1節で述べたように, Webによる公開システムで
は, 利用者に対する利便性を考慮した次の 2つの機能を
検討する. 一つは, 複数種類であっても利用者の希望す
る職業 ·産業コードを一度に提供することで, もう一つ
は, 自動コーディングの結果がどの程度信頼できるかを
利用者にわかりやすく提示することである.

複数種類の職業 ·産業コードの提供

本システムで処理できる職業 ·産業コードの種類と用
いられる手法を表 1に示す. 表 1において, ROCCO*

は, SSM職業小分類または SSM産業大分類が存在しな
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表 1: 本システムが処理する職業 ·産業コードと手法
職業 ·産業コード 分類レベル 手法

SSM職業コード 小分類 ROCCO, SVM

SSM産業コード 大分類 ROCCO

ISCO 小分類 ROCCO*, SVM

ISIC 亜大分類 ROCCO*, SVM

い場合に, ROCCOシステムを実行して入手しておく必
要があることを示す. たとえば, 新規の調査データに対
して ISCOの希望がある場合には, ROCCOシステムか
ら開始する必要がある. いずれの場合も, 本システムは
利用者の要求に応じて, 表 1の任意のコードに対する該
当プログラム群を選択し, 複数種類の結果を同時に提供
することができる.

結果に対する信頼性の提示

自動化システムによる結果に対する信頼性として, 機
械学習の場合には, 予測されたクラスに対して推定する
クラス所属確率 [12]を利用することができる. 本シス
テムでは, 利用者にわかりやすくするために, クラス所
属確率の値を次の 3つのレベルに区別し, 候補となる各
コードごとに提示する.

Ａ．人手によるコーディングは不要
Ｂ．できれば人手によるコーディングを行う方がよい
Ｃ．人手によるコーディングが必要
利用者は, この記号を参考にしてコーダの作業量を減

らすことができる. ただし, 各レベルの閾値をどのよう
に決めるかについては今後の検討課題である.

4.2 システム構成

本システムは, これまでに多様な言語により開発され
た種々の自動化システムを新たにC言語で統一する. た
だし, 一部は Javaや rubyのライブラリを利用してい
る 9. 以下では, ROCCOシステムにおけるルール辞書
とシソーラスおよび, SVMで用いられる訓練事例につ
いて述べる.

ROCCOシステムは, 3種類のルール辞書と 2種類の
シソーラスをもつ [8]. ルール辞書αは, 仕事の内容に出
現する単語から抽出された述語相当語と名詞との関係
を格フレームにより表現して SSM職業コードと関連づ
けたルール（3,524個）から構成される. ルール辞書β
は, ルール辞書αにより決定された仮の職業コードに対
して, 役職や従業上の地位, 従業先事業の規模の情報に

9前処理である形態素解析は, これまでと同様に [6] を利用する.

表 2: SVMにおける訓練事例　　単位：事例数

職業 ·産業コード データセット サイズ

JGSS-2000, -2001

SSM職業コード 　　 -2002, -2003 39,120

-2005

ISCO 2005SSM 16,089

ISIC 2005SSM 16,089

よるチェックを行って, （自動化システムとして）最終
決定するためのルール（27個）から構成される. ルー
ル辞書γは, ルール辞書αの SSM産業コード版で, 512

個のルールから構成される. ここで, ルールを適用す
るには, 回答に出現する述語相当語と名詞における表記
の揺れや同意語をグループ化しておく必要があるが, こ
のためのシソーラスとして, 述語シソーラス（見出し語
2,900個）と名詞シソーラス（見出し語 316個）をもつ.

SVMにおいて訓練事例として用いられているデータ
セットとサイズを, 職業 ·産業コード別に表 2に示す.

未整理の状態で存在する正解付きのデータセット 10も
あるために, 今後, 訓練事例のサイズをより拡大するこ
とが可能である. また, 将来, 新規の職業 ·産業コード
が要請された場合も, 訓練事例を準備できれば, 適宜対
応は可能である.

4.3 利用方法

利用者は, まず, SSJDAのＨＰ 11に掲載された利用
に関する説明を読み, 所定の形式の入力用データファイ
ルを作成する. その後, 以下に示す（1）から（4）の手
続きにしたがって自動コーディングの結果を得る（図 1

参照）.

（1）［利用者］利用申請書をメイルにより SSJDAに送
　　信（希望する職業 ·産業コードの種類を明記）
（2）［SSJDA］ユーザＩＤ, パスワードの発行および
　　アップロード（ダウンロード）場所の指定
（3）［利用者］入力用データファイルをアップロード
（4）［利用者］結果ファイルをダウンロード

本システムは手続き（3）と（4）の間で稼働するが,

SSJDA側の担当者が容易に操作できるように,オペレー
タ用画面の工夫を行っている（図 2参照）.

10たとえば, SSM 職業コードの場合, 2005SSM, JGSS-2006, -
2008, -2010（総計約 22,000 サンプル）が存在する.

11現在は本システムの予告が掲載されている.
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利用者側 SSJDA側(1)(2)(3)(4)
図 1: 利用手順

図 2: オペレータ用画面（SSJDA側）

5 おわりに

本稿では, 多大な労力と時間を要する職業 ·産業コー
ディングにおいて, コーダを支援するために開発された
自動化システムのWeb公開版の構築について述べた.

Web公開版システムでは, 利用者の希望により, 社会調
査で用いられる職業や産業の国内 ·国際標準コードのい
ずれかまたはすべてを一度に提供でき, また, 現在は未
完成であるが, 自動コーディングの結果に対する確信度
を付与することができる.

今後の課題として早急に取り組むべきことは次の 3

つである. まず, 現在までに完成した部分についてWeb

公開を行い, 利用者や SSJDAの担当者による評価の結
果, 改善点があれば対応する. 次に, 自動化システムに
よる結果に対する確信度付与の機能を追加する. さら
に, SVMにおける分類精度を向上させるために, 未整理
の状態にある正解付きデータセットを, 適宜, 訓練事例
として活用する. 本システムは, 新規のコード体系をも
つ職業 ·産業コーディングに対しても, 正解付きのデー
タセットがあれば, 拡張は容易である.

謝辞　 2005年 SSM調査データの利用に関して, 2005

年SSM調査研究会の許可を得た. 日本版General Social

Surveys（JGSS）は, 大阪商業大学 JGSS研究センター
（文部科学大臣認定日本版総合的社会調査共同研究拠点）
が, 東京大学社会科学研究所の協力を受けて実施してい
る研究プロジェクトである.

本研究は科研費（22530516）の助成を受けたもので
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